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市
の
取
り
組
み

三者一体の取り組み
～市民・事業者・行政の役割と責務～

行　　　政事　業　者市　　　民

ごみの減量や資源化のための
啓発事業を行います。再生品
やグリーン購入法に基づく環
境物品の使用に努めます。

消費者が、リサイクル可能な
製品の生産や販売の仕組みを
整えるとともに、使用済み製
品の回収や修理サービスの充
実を推進しましょう。

生活を見直し、ごみになるも
のは『買わない・持ち込まな
い・作らない』ことがごみ減
量の第一歩。計画的に必要な
ものを必要な量だけ買うよう
にしましょう。

１）発生の抑制

資源ごみの分別収集や収集運
搬体制を確立します。

ごみの４分別（燃やせるごみ・
燃やせないごみ・資源ごみ・
有害ごみ）を徹底しましょう。
新聞や雑誌、空き瓶などは、
地域の集団資源回収に協力し
ましょう。

資源ごみの分別を徹底し、資
源物としての排出に協力しま
しょう。町内会などが行う新
聞や雑誌、空き瓶などの集団
資源回収に協力しましょう。

２）ご み の
　　分 別 排 出

リサイクルのための啓発事業
を行います。

事業所内でのリサイクルに関
する取り組みを推進しましょ
う。

フリーマーケットや不用品ダ
イヤル市を活用し、資源の有
効利用を図りましょう。

３）リサイクル

登別市一般廃棄物処理基本計画の基本目標

～循環型社会の構築～
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発生・排出する
ごみの量をできる
限り少なくする
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排出されたごみ
のリサイクルを総
合的に推進する
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ごみ処理に伴う
環境への負荷をで
きる限り少なくす
る
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５９９㌘２１，３２４㌧９，４０７㌧１１，９１７㌧
平成１５年度
（実績）

５８８㌘２１，１１５㌧９，５３２㌧１１，５８３㌧
平成１７年度
（実績）

５５６㌘１９，３０４㌧８，６９６㌧１０，６０８㌧
平成２２年度
（中間目標）

５５６㌘１９，０１１㌧８，６９６㌧１０，３１５㌧
平成２７年度
（減量目標）

▲クリンクルセンターに搬入された燃やせないごみ

特集 循環型社会の形成を目指して


